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理事会セッション 

「エネルギーの Well-being」への原子力学会の「知」の貢献 
Contribution of "knowledge" of the Atomic Energy Society of Japan to "Energy Well-being" 

（1）学会の「知」を社会に活かすために 

(1) How can nuclear knowledge contribute to society? 
＊八木絵香  大阪大学 

 
1. 原子力発電を取り巻く諸状況、変わったことと、変わらないこと 
 二酸化炭素排出を実質ゼロにするカーボンニュートラルへの転換が注目を集める中、原子力発電を再評価

する動きが生まれている。また原子力発電所の「即時」撤廃を望む声は、10 年前と比較すれば弱まりつつあ

る。一方で山口氏が指摘するように、原子力発電の価値に対する認識は、原子力の専門家と一般社会の間で

は隔たっており、特に原子力発電所の再稼働については否定的な意見もまだまだ根強い。 
2. 気候変動問題と脱炭素化技術の日本での開発/普及推進戦略における ELSI の確立 
筆者は現在、JST 社会技術研究開発センターの研究プロジェクト「気候変動問題と脱炭素化技術の日本で

の開発/普及推進戦略における ELSI の確立（研究代表者：国立環境研究所 江守正多氏）」1）に関わっている。 
このプロジェクトでは、日本の気候変動対応戦略において開発・普及が推進されている脱炭素化技術（含

む原子力）等を評価する枠組みとして、S+3E に付加する要素として、ELSI（Ethical, Legal and Social 
Implications/Issues）の観点を追加することを目指している。2021 年度においては、気候変動問題に限定せず

個別具体の社会課題に向き合い、未来社会のヴィジョンを描き、日本社会の各分野におけるトランジション

のリーダーとなりうる人たち（本研究では「フロントランナー」と呼んでいる）へのインタビュー、および

フロントランナーを参加者としたワークショップを通じて、脱炭素化技術の ELSI のあり方を検討している。 
3. 社会課題に向き合い未来社会のヴィジョンを描く中で、原子力はどのように位置付けられるのか 

インタビューや WS の参加者には、自らの活動の背景や理念に照らし合わせれば、原子力技術に親和的で

はない方を少なからず含んでいる。そのため、福島第一原子力事故の被害に引きつけて、原子力発電を使わ

ない、可能な限り再生エネルギー100%に移行する方が望ましいという意見が強く提示されている。しかし同

時に提示され、そして強く共有される考え方は「特定の技術（この場合、再生可能エネルギー）」に過度に依

存することも望ましくなく、一定程度、原子力発電を許容する必要があるというものである。場合によって

は、新型炉も含めた研究開発について、そこからの新しい技術開発の可能性も含めて、否定的ではない意見

も提示される。その意味で原子力発電のプレゼンスは、社会課題に向き合い未来社会のヴィジョンを描こう

とするフロントランナーの中では、一定程度浮上しているという言い方もできよう。 
一方で同時に提示される視点は、強く原子力専門家への猛省を促すものでもある。それは端的に言えば、

福島第一原子力発電所の被害の記憶もさることながら、それにより失われたその地域の文化や伝統、そして

言語化されていないが故に、場合によっては失われたことさえも社会的記憶の中から滑り落ちてしまってい

る様々な「価値」を奪いうる原子力技術への禁忌である。そのような被害をうむ可能性がなるべく少ないも

のを選びたい（つまり、原子力発電を使いたくない）という考えもまた、強く共有されているのである。 
4. 「S+3E+ELSI」を考える 

企画セッション当日は、山口氏の「エネルギーの選択においてより高度な S+3E を定量化することが重要

である」という指摘を踏まえつつ、本稿に一部掲載したフロントランナーたちの考えを、具体的な発言を引

用しながら紹介し、S+3E を ELSI という概念で拡張することの可能性について議論したいと考えている。 
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